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（1） a.  太郎が走っている。（動作持続）
 b.  電灯が消えている。（結果持続）
 c.　私は健康のため，毎朝，公園を走っています。（習慣）
 d.  シェイクスピアは多くの歴史劇を書いている。（効力持続＝パーフェクト）
 e.  その人なら，昭和 33 年 9 月 1 日に他県に転出しています。（記録用法）
 f.  拓也はおじいさんに似ている。（第四種動詞構文）
 g.  屋内はすべてバリアフリーになっています。（単純状態の「なっている」）
 h.  彼女は青い目をしている。（「青い目をしている」構文）




（2） a.  太郎が走っていた。



















（3） a.  太郎が走っている。/ 太郎が走っていた。
 b.  花子が泣いている。/ 花子が泣いていた。
 c.  木の枝が揺れている。/ 木の枝が揺れていた。
非過去テンスであれ過去テンスであれ，「ている / ていた」は，その事象を観察した時点にお
ける限定的継続を表す。図式化すると次のようになる。
      走っていた　      走っている
                                                 
（4）              |                      |           











（5） a.  電灯が消えている。/ 電灯が消えていた。
 b.  革命軍兵士が死んでいる。/ 革命軍兵士が死んでいた。







           消えていた                  消えている
                                                        
（6）             |                                  |           







（7） a.  私は健康のため，毎朝，公園を走っています。









（8） a.  シェイクスピアは多くの歴史劇を書いている。





（9） a.  あなたが家庭をもつ頃には，わたしはもうとっくに死んでいるわよ。
     （未来完了相）
 b.  私の父は，ガンで，もう死んでいます。（現在完了相）












（10） a.  もう学校から帰っているんだろう。
     はい，帰りました。（＝帰っています）
  b.  この 1 年で随分，家がふえましたねえ。（＝ふえていますねえ）







（11） a.  （帳簿を繰りながら）その人なら，昭和 33 年 9 月 1 日に他県に転出しています。









（12） a.  状態動詞：ある，いる，など
 b.  継続動詞：読む，書く，降る，など
 c.  瞬間動詞：死ぬ，壊れる，割れる，など






（13） a.  この子はおじいちゃんによく似ている。
 b.  この作品が一番優れている。
 c.  彼の態度はとても堂々としている。









（14） a.  （外見）角ばる，尖る，入り組む，～の形をする，～の色をする
 b.  （感触）ざらつく，でこぼこする，つるつるする，すべすべする
 c.  （性質）優れる，際立つ，馬鹿げる，込み入る，ありふれる
 d.  （態度）堂々とする，飄々とする，超然とする，気取る
 e.  （体格）がっしりする，ほっそりする，ぽっちゃりする
 f.  （位置関係）面する，沿う，（南に）向く，隔たる，離れる





（15） a.   この子は，いまのところおじいちゃんに似ているけど，はたち過ぎたら変わっちゃ
うよ，きっと。





















（16） a.  あの人はずいぶんふとっているね。











と（18c）という 2 つの場合を含む。（18b）は X を比較している場合であり，（18c）は Y を比
較している場合である。
（18） a.  X は Y している。
 b.  私はいま，X を他のモノ / ヒトと比較している。








（19） a.  イタリア北部にはアルプスの山々がそびえる。
 b.  参道には，樹齢 250 年以上の古木がうっそうと茂る。
 c.  上海には超高層ビルが林立する。
 d.  ロデオ・ドライブには高級ブランドの店が軒を連ねる。
 e.  熊本県東部には阿蘇山などの九州山地が横たわる。




（20） a.  上海には今まさに超高層ビルが｛そびえている / * そびえる｝。





知覚動詞補文の中に生じることができるのは事象叙述である，という Carlson and Pelletier
（eds.）（1995）のテストを援用しても，「る」形を用いた第四種動詞構文が事象叙述でないこと
が明らかになる。知覚動詞補文とは，「～のを｛見る / 聞く / 感じる / 写真に撮る｝」などの
「～」の部分に生起する従属節である。
（21） a.  向こうの方に超高層ビルが｛そびえている / * そびえる｝のを見た。









終助詞や丁寧形が可能という例である（下記例は，西田 2005: 4 の例を参考にした）。
（22） a.  ほらごらん，向こうに駒ケ岳が｛そびえているよ / * そびえるよ｝。







（23） a.   千手観音座像（峰定寺）　丸顔が円勢風をよく継いで，円信作の可能性のある西大
寺十一面観音像に似る。







（24） a.  屋内はすべてバリアフリーになっている。
 b.  ここから先は立入禁止になっている。





（26） a.  この携帯用のカメラはとても軽くなっている。



















（28） a.  メアリ―は青い目をしている。
 b.  花子は細くて美しい手をしている。




（29） a. * 彼女は｛目 / 髪 / 声｝をしている。
 b.  彼女は｛澄んだ目 / 長い髪 / 美しい声｝をしている。
また，定性制限が適用され，「その」で限定したり，代名詞「それ」で置き換えたりすることが
できない（影山 2004: 23）。
（30）* 彼女は｛その澄んだ目 / それ｝をしている。
定性制限が適用されるということは，例えば，（28）での「目 / 手 / 度胸」には指示性がなく，
生成文法で言う DP ではなく NP であることを示唆している。3
さて，（29）で見た修飾語の制限であるが，興味深いことに，形容詞＋名詞と意味的に等価な
複合語では文が成立しない。4
（31） a.  彼女は｛美しい肌 / * 美肌｝をしている。
 b.  あの人は｛短い足 / * 短足｝をしている。
 c.  彼は｛長い髪 / * 長髪｝をしている。（影山 2004: 32）
3　DP とは，冠詞などの決定詞（determiner）を主要部とする句で，この分析方法に依れば NP は D の補
部ということになる。




　　 （i）a.  うさぎは赤目をしている。
　　      b.  あの人はだんご鼻をしている。














（32） a.  あれ，メアリ―は青い目をしているのか。








（33） a.  このハイウェイは東京から新潟へ走っている。











る表現を伴う。松本（1997: 212）の「その道は｛海岸沿いを / まっすぐ｝走り始めた」の例も，
筆者には，（34）の下線部と同様に「そこから」などの限定表現が必要なように思う。
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（34） a.  そのハイウェイは海岸沿いをしばらく走る。
 b.  そのハイウェイはそこでカリフォルニアに入る。




（35） a.  このハイウェイは東京から新潟へ走っている。
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